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東京スカイツリー®・熊本城復旧他 専門特殊技術による施工例の紹介

1957年　中野市生まれ
1975年　長野工業高等学校建築科卒業
1975年　（株）大林組入社
1979年　建築本部特殊工法部に所属
以降国内外多数のスリップフォーム・リフトアップ関係の特殊技術採用プ
ロジェクトの施工・技術指導の他、新工法の技術開発に従事。
主な従事プロジェクトは、東京スカイツリーの他、大阪ドーム、大阪ステー
ションシティ、各電力会社発電所、国内・海外特殊大規模構造物等

日時
会場

第一部　特別講演会　13:00～14:50（開場12:30）　2階 浅間

第二部　新春交流広場2017　15：00～17：00　2階 穂高
新年の恒例イベント！長野支部賛助会員各社が、最新の商品や業界動向
など、耳よりお得な情報をご用意してお待ちしております。
※2016年実施の建築士会ドイツ研修旅行の特別展示コーナーも開設！

奇跡を起こす “すごい” 組織

■大林組特殊工法部とは
通常の施工体制では専門技術の適用とノウハウの集積が難しい技術につ
いて「営業・施工・技術開発」を行う部門として 1978 年に設置された
組織。 
具体的には「地中連続壁工法」「スリップフォーム工法」を初め、「リフ
トアップ工法・スライド工法」等の移動化工法技術の他、最近では「免震・
制震技術」の、技術営業、施工指導支援、技術開発を行っている。
当社には建設に関するあらゆる技術について技術開発を行う部署として
技術研究所があるが、特殊工法部担当技術については、基礎技術は技術
研究所、応用技術は特殊工法部が技術開発を行う場合が多い。
 この「特殊工法部」という組織は、他のゼネコンにはない大林組独特の
組織で、高い専門性が必要な担当技術について、技術の蓄積と技術開発
により常に高い技術力を保持しており、「日経ビジネス (2012.10.22)」
では「奇跡を起こすすごい組織 100」に選ばれている。 

他のゼネコンには無い、株式会社大林組独特の部門である「特殊工法部」
高い専門性と技術力を有するこの組織の “すごい！” ところを、東京スカイツリー® や震災に見舞わ
れた熊本城復旧工事等の、数々の実例を通してご講演いただきます。

※いずれも入場無料　会員以外の皆様も奮ってご参加ください。


